
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１９/１１/１４(木)１３：３０～１５：３０まで、陸前高田市コミュニティホールの大会議室を会場に、今年

度第３回(震災後第９３回)目の「陸前高田市未来図会議」が開催されました。今回のテーマは「子育

てするなら陸前高田！！」～子育て×高齢者×地域 多世代交流マッチング～で、２４団体４７名

の参加でした。陸前高田市の齋藤晴美福祉部長の「子育て支援を切り口に人と人との繋がりの重要

性を再認識する場としたい」というあいさつに続き、蒲生惠美保健師の『未来図会議の目指すとこ

ろ』という基調報告が有りました。そして、いよいよ活動発表です。 

【 発 表 内 容 一 覧 】 

 発 表 テ ー マ 発 表 団 体 発 表 者 

１ ふれあい工房１日体験デーについて 陸前高田市シルバー人材センター 大西 こずえ氏 

２ しめ縄づくりについて 川の駅組合 

グリーンツーリズム部会事務局 

村上 巳喜男氏 

３ 
りく mama＋の活動について  りく mama＋（りくままぷらす） 

藤沼 典子 氏 

簑島 さやか氏 

【活 動 発 表 の 紹 介】 

１、ふれあい工房１日体験デーについて 

   陸前高田市シルバー人材センター       大西 こずえ氏 

 シルバー人材センターでは、地域の人づくりを手助けするために会員の

知識、技能、技術を次世代に伝承する事を目的に『ふれあい工房１日体験

デー』を企画し取り組んでいる。平成２２年から開催し今年で１０回目。

夏休み冬休みに小学生を対象に学校を通じて案内し開催。開講は、機織り、

木工、手芸、お菓子作り、障子張り、民謡、生け花、陶芸、竹細工の９教室。各教室の募集人数は

１０人前後で、人気の教室はすぐに定員に達してしまうほどの状況である。民謡教室では、唄だけ

でなく楽器にも触れさせたり、木工教室では、のこぎりや金槌を使用して巣箱づくりをさせたりす

る。参加児童の感想は、祖父母世代の会員と楽しく交流しながら作品作り等に取り組み楽しかった

という声が多かった。 

 平成２４年からは、シルバー人材センターで行っている子育て支援『わんわん広場』を同時開設

して、教室に参加する児童の未就学の弟妹を無料で預かるサービスも行っている。その時間を利用

し教室に参加しているこの様子を見るもよし、自分のために使うもよしとし、保護者の自由時間と

して使っていただいている。今後とも、親子共により楽しめる教室にしていきたいと考えている。 

 体験デーの次回の開催は、１月１３日で、１２月初旬には、募集チラシを配布したいと考える。 

 ～みんなが暮らしやすい地域やまちづくりを目指して～ 

   陸前高田市未来図会議だより 

                 陸 高 ☆ な で し こ 会  発行 
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 今日よりも素敵な明日の有ることを信じて生き抜くために！！ 

 陸前高田市未来図会議   №９３ リポート 本日のテーマについて話す

蒲生氏 

発表する大西氏 



２、しめ縄づくりについて                 

  川の駅組合グリーンツーリズム部会 

           事務局  村上 巳喜男氏 

  

 横田町の川の駅は、産直、食堂、グリーンツーリズムの３部

会からなっている。川の駅のグリーンツーリズム部会の取り組

みは１３年目を迎え、その主な活動は、夏には、親子夏休み体

験会として、小学生の親子を対象に魚釣り、化石の採集会を実

施している。今年は台風で中止となったが、秋口には、郷土の名勝「四十八滝」の見学会を実施し

ている。１２月に入ると、しめ縄づくり、ミニ門松作りをしている。２月には、藁草履作りをして

いる。材料のスゲは夏の暑い盛りに地区の高齢者がこの取り組みのために、わざわざ手間暇かけて

とっておいてくれるので行うことが出来る。この事業を行うために、参加費を徴収して行っている。

参加費の使途は、お昼代、材料費、講師への授業料謝礼そして、万一のための保険にも加入して行

っている。しめ縄づくりは毎年の事なので、スタッフ１２名の講師１名で参加者は２５名が限度で

ある。継続は力なりで、自分たち主催者が楽しくなければお客さんのも喜んではもらえないという

スタンスで活動している。震災前は竹林の管理をし、タケノコ販売もしていたが、原発事故の影響

により、現在は竹藪整備をし将来に備えている。 

３、りく mama＋の活動について 

       りく mama＋  藤沼 典子  氏 

                簑島 さやか 氏 

 りく mama＋は子育て中のママたちのサークルで、週１回

ほどレインボーハウスにつどい自分たちで無理せずにみんな

の子どもを皆で見守るという活動をしており、今までの参加者は４０人ぐらいになったそうだ。今、

会員が求めている事は、地域の異世代の方々との交流である。それはお互いにとって有益な事であ

ると考えるし、現実的に母親の用足しをしたいときには短時間見守ってもらえたら、育児負担の軽

減となりより良い子育てが望めると考える。会員達は、ママが無理しないで子育てできるよう、ま

た、転入者も安心して溶け込めるような地域住民との緩やかなつながりを求めている事が話された。 

【参加者の皆様と“はまってけらいん、かだってけらいん”】で話された事は次号で紹介予定！ 

 

 今回は子育てをテーマとした為か、たくさんのお若い世代の方々

と交流することが出来ました。特にも、子育て中の方々がお子様連

れで参加されたのも初めてでは？ 

 また、今回の未来図会議にも、県の内外からも沢山の方にお出で

頂きました。本当に有難うございました。 

 

 

 未来図会議、２０１９年度 第４回目は ２０２０/２/１４(金)１３：３０～１５：３０ 

 陸前高田市コミュニティホール 大会議室 テーマ『はまかだで、ほっこり(仮)』 

皆で熱心に“はまかだ”中！ 

発表する村上氏 

発表する簑島氏と藤沼氏 

中央は佐々木亮平氏 


